
能代市総合計画

まちづくり提案書

平成２３年１１月

能代市総合計画市民協働会議



　



提案に至った現状と評価 提案の内容

・子どもと地域、世代間の交流が不
足している。

○行政・学校が、地域に最も身近な学校跡地や学校の空き教室等を活用
し地域住民（特に高齢者、障がい者、外国人）と子どもたちが、ＰＴＡ
（保護者）の力を借りて交流できる場を創出する。
○教職ＯＢの持てる力を利用し、ＰＴＡや地域の力を活用して、地域全
体で子どもを育てる。

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

・子育て中の女性のストレス対策が
必要である。
・ファミリーサポート事業のさらな
る活用が必要である。

○行政（市）、幼稚園・保育所（園）、子育て中の市民と会員並びに会
員同士が信頼関係を深めて、会員からの口コミも活用したファミリーサ
ポート事業の利用件数の増をめざす。
○地域やファミリーサポートセンター会員等に、子育て中の市民が悩み
を相談できる世代間交流が必要である。

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

政策1(3)地域で育み社会で支える子育て・子ども支援政策
1(4)次代を担う子どもの成長を支える学校教育 提案４　様々な年代の市民が交流できる場の確保

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

政策1(3)地域で育み社会で支える子育て・子ども支援政策
1(4)次代を担う子どもの成長を支える学校教育 提案３　子育て中の保護者、地域等との世代間交流の推進

提案に至った現状と評価 提案の内容

政策1(2)学び合い高め合って地域に
活かす生涯学習

提案２　学んだことを地域に還元する仕組みづくり

提案に至った現状と評価 提案の内容

・生涯学習活動等を通じて学んだこ
とが、うまく地域に還元できていな
い。

○ＰＴＡ会員等が学びの場に参加し、世代間交流を図りながら、子ども
や家族へ還元する。

提案に至った現状と評価 提案の内容

・指標は横ばいで推移しているが、
これからの地域づくりを担うリー
ダーがいない。

○若者が今後の能代市の発展のために必要なことを考え、実行できる組
織（成人式実行委員会等の活用）の立ち上げや、既存団体への参画等を
促し、若者が達成感を得られるようにする。
○既存団体が、新規組織の立ち上げやリーダーの育成を支援する。
○行政（市）は、新規組織立ち上げのため、資金、知識、ノウハウ面で
支援する。

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

１　取組の改善策
政策1(1)コミュニティで支え合う特
色ある地域づくり

提案１　若者が自主的にまちづくりに取り組む環境づくり
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提案に至った現状と評価 提案の内容

・檜山崇徳館は、交通・昼食の面で
改善が必要である。
・土日対応のガイドボランティアが
不足している。

○行政（市）、ボランティア会員が、ガイドボランティア講座を開催
し、地域活動を支援する。

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

・障がい者が孤立している場合があ
る。

○行政や事業所等が、障がい者の就職を推進すること（雇用率をさらに
高めること）で孤立化の防止を図る。

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

政策1(8)ふるさとの誇りを受け継ぐ
文化

提案８　ガイドボランティア講座の開催

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

政策1(7)地域で社会で自立する障害
者

提案７　障がい者の孤立化防止

提案に至った現状と評価 提案の内容

政策1(6)地域で活躍する元気な高齢
者

提案６　高齢者自身がお互いに支えあうシステムづくりの研究・検討

提案に至った現状と評価 提案の内容

・秋田県は高齢化率が他よりも高
く、今後も超高齢社会の最先端地域
になると予想される。
・高齢者の価値観が多様化している
社会では、１０年～１５年後にはこ
の地域を支えることができなくなる
と予想される。

○今後さらに高齢化が進展する中で、高齢者自身がお互いに支えあう地
域づくりが求められる。また、超高齢社会のあるべき姿として、世界の
最先端地域として、わのまちづくりの一環として、行政も民間もそのた
めのシステムづくりの研究・検討をしなければならない。

提案に至った現状と評価 提案の内容

・がんの死亡率が依然として高い。
・喫煙率が高い。
・平均寿命が短い。

○市民、行政（市）、医療機関が、運動習慣、食事の改善（減塩運
動）、禁煙運動、検診率の向上対策、がん医療の充実、看護、緩和ケア
など、それぞれの分野・立場で、がん撲滅運動に取り組む。

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

政策1(5)子どもも大人も心と体の健
康づくり

提案５　がん撲滅運動の推進
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提案に至った現状と評価 提案の内容

・スポーツ少年団認定指導者が順調
に増え、指標も順調だが、実質的な
人数は少ない。
・子どもの卒業とともに保護者も離
れ、協力者不足となっている。

○体育協会、体育指導員、スポーツクラブなどが連携し、子どもが卒業
した後も、継続的にスポーツ少年団へ協力できる体制づくりを図る。
○中学生が小学生を指導する機会を設ける。
○学区ごとの小・中学生のスポーツを通じた交流の機会を設ける。

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

・檜山城趾の整備計画が進んでいな
い。

○名称を「檜山城」ではなく、「檜山安東城」とする。
○檜山城館跡整備計画委員会を設立する。
○檜山城館跡の発掘調査を実施する。

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

政策1(9)だれもが気軽に楽しめるス
ポーツ

提案12　継続的にスポーツ少年団に協力できる体制づくり

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

政策1(8)ふるさとの誇りを受け継ぐ
文化

提案11　檜山城趾整備の推進

提案に至った現状と評価 提案の内容

政策1(8)ふるさとの誇りを受け継ぐ
文化

提案10　民俗芸能関係常設展示館の整備

提案に至った現状と評価 提案の内容

・能代市民俗芸能連合会加盟団体数
は、５年間変動がない。
・後継者不足が課題である。

○関係団体や行政（市）が、年１度、子どもを含む一般の方に郷土芸能
を披露し、地域の芸能に触れる機会を設けるとともに、将来的には郷土
芸能関係のものを常設展示できる施設を能代地域にも整備する。

提案に至った現状と評価 提案の内容

・民俗芸能は、後継者不足である
が、地域以外の人が入れないのが現
実である。
・指標には横ばいが多いが、少子化
は明らかで、今後ますます厳しくな
る。

○行政（市）、関係団体、学校が、学習発表会やふるさと学習を活用
し、次代の担い手となる子どもたちへふるさとの良さを継承していく。

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

政策1(8)ふるさとの誇りを受け継ぐ
文化

提案９　学習発表会、ふるさと学習を活用した民俗芸能の伝承
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提案に至った現状と評価 提案の内容

・若い人の働く場がなく、人口減少
につながっている。
・企業誘致は難しい状況にある。
・地元の企業も衰退している。

○行政（市・県（出先機関）・国（ハローワーク））、雇用開発協会、
商工会議所・商工会、教育関係者及び金融機関、各業界団体等が、産業
創出と雇用確保について、有識者のアドバイスを受けながら、具体的で
実現可能な対策を発案、推進するための組織を作る。

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

・働く場がなく、人口流出につな
がっている。
・エネルギーの需給見通しがひっ迫
し、新エネルギーへの転換が叫ばれ
ている。
・火力発電所が立地し、チップ混焼
が行われる。
・地域の資源である木を活かせてい
ない。

○行政（市・県・国）と企業が一体となって各種新エネルギーの導入・
集積に取り組む。
○行政（市・県・国）とエネルギー関連事業者、森林施業者が一体とな
り、地域の木材が資材（バイオ燃料）として採算ベースに見合うような
仕組みづくりに取り組む。

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

政策2(2)雇用を産み出す企業立地 提案16　雇用対策を緊急課題とする官民をあげた組織化

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

政策2(1)環境を核とした活力ある産業創出
2(2)雇用を産み出す企業立地

提案15　新エネルギー関連事業の先進地化

提案に至った現状と評価 提案の内容

政策1(10)認め合い支え合う社会づ
くり

提案14　行政の配布物を数カ国語で表記

提案に至った現状と評価 提案の内容

・ボランティア養成講座の受講者及
び外国人と市民との交流の機会も増
えているが、目標値には届いていな
い。

○日本語を指導するボランティア、日本語学習会等が、現在の活動を継
続しつつ、定期的に交流会を実施する。
○行政（市）が、案内表示等を平易な日本語にするとともに、行政から
の配布物等を、数カ国語で表記する。

提案に至った現状と評価 提案の内容

・バスケの街づくりは、地元チーム
の勝敗に左右されない取組が必要で
ある。
・バスケットリングが老朽化してい
る。

○バスケの街づくり委員会の充実を図る。
○行政（市）が、バスケの街をアピールするような目立つバスケットリ
ングにする。

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

政策1(9)だれもが気軽に楽しめるス
ポーツ

提案13　バスケットリングの更新
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・イベントの観客増による、地域経
済の波及効果が見えない。

○観光協会が、主催者、旅行業者、商店主、飲食店業者、生産者の核と
なり、一体的に取り組む。
○商店主、飲食業者、生産者が、郷土料理、特産品を提供する。
○観光協会、旅行業者が、郷土料理や特産品と、自然、史跡、イベント
等を組み合わせた、通年の観光ルートを作成する。

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

政策2(6)豊かな自然とその恵みを生
かす観光

提案20　年間を通じた観光メニューの確立

提案に至った現状と評価 提案の内容

政策2(5)まちのにぎわいをつくり出
す商業

提案19　商店街の魅力づくりと空き店舗の再利用

提案に至った現状と評価 提案の内容

・空き店舗が増え、にぎわいが作り
出せていない。

○商店主が、品数を増やす。
○商店街、商店主が、商店街の景観づくりをする。
○家主が、空き店舗の家賃を割り引く。
○家主、商店主、行政（市）が、気軽に作品展示等を行える空間を確保
する。
○商店主、商店街が、小規模でいいのでイベント、キャンペーンを通年
で開催する。

・木材製品出荷額が減少し続けてい
る。
・装飾材としての需要は量的限度が
ある。
・秋田杉を使用した加工品の代名詞
的製品がない（知られていない）。
・装飾用途外とされる低質材の用途
開発が進んでいない。

○木材業界、研究機関（木材高度加工研究所）が連携し、製品加工の代
名詞的製品を開発する。
○林業・木材業界、建築士、工務店、研究機関、行政（市・県・国）が
一体となって構造材として使用する技術開発を行うことにより、秋田杉
の新たな価値と需要を生み出す。
○林業・木材業界が、価格競争に負けないような共同出荷体制を整え、
行政（市・県・国）が支援を行う。
○行政（市・県・国）、林業・木材業界が一体となり、川上から川下ま
での総合的な戦略を練る。

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

政策2(4)山・川を生かす林業・木材
産業・水産業

提案18　秋田杉の需要創出に結びつく技術開発

提案に至った現状と評価 提案の内容

・米価の低迷が続いている。
・高齢化による担い手不足が深刻で
ある。
・若者にとって農業が魅力ある産業
となっていない。
・コスト低減による所得増には限度
がある。

○農家自らが、作るから売るへと発想を転換する。
○行政（市）、農業、加工業、販売業、飲食業、観光業が協力して、連
携を促進する仕組みづくりを行う。
○農業、加工業、販売業等が連携し、地域の核となるような特産品開発
を行う。
○行政（市）、関係機関・団体は、農業が若者にとっても魅力ある産業
となるような取り組みや農業の担い手育成の取り組みを推進する。

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

政策2(3)力強くて持続する農業 提案17　農商工連携・６次産業化による新たな農業の展開と担い手づくり

提案に至った現状と評価 提案の内容
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・空き店舗率が上昇している。 ○行政（県）が、畠町に駐車帯を設ける。

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

政策3(3)効果的で調和のとれた土地
利活用

提案24　中心市街地の活性化

提案に至った現状と評価 提案の内容

政策3(2)機能的で利用しやすい道
路・交通ネットワーク

提案23　公共交通手段の確保

提案に至った現状と評価 提案の内容

・巡回バスの利用者が減少傾向であ
る。

○行政（市）が、逆回りルートの運行を検討する。
○行政（市）が、アンケート等により定期的にルートを検証する。
○行政（市）が、高齢者への運賃を助成する。

提案に至った現状と評価 提案の内容

・除排雪で協力体制は出来上がりつ
つあるが、排雪場所の確保が支障と
なっている。

○自治会・町内会が、行政（市）と連携して、地主に交渉し排雪場所を
確保する。
○自治会・町内会が、冬期間そこを管理し、雪解け後に清掃を行う。

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

政策3(2)機能的で利用しやすい道
路・交通ネットワーク

提案22　排雪場所の確保

提案に至った現状と評価 提案の内容

・津波ハザードマップが未作成であ
る。

○行政（市）が、標高や、海岸からの距離、到達予想時間等を記載した
ハザードマップを作成する。
○学校が、防災教育を保護者も含め必修とする。
○行政（市）、自治会・町内会が連携して、花見やまち歩きなどを兼ね
たりしながら、避難場所、経路、危険箇所を確認する。
○自治会・町内会が、地元の商店と非常食や水等の確保に関し協力体制
をとる。

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

政策3(1)安全な暮らしを守る防災・
防犯体制

提案21　ハザードマップの作成と活用
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・共働き世帯や１人暮らし世帯の増
加により、在宅介護が難しくなって
いる。
・重度の要介護認定者が入所できる
施設が充足されていない。
・介護保険制度の財源不足
・年金の受給額不足
・低所得者の負担軽減が図られてい
ない。
・入所待ちの人が、ショートステイ
の“はしご”をしている。

○行政（市）、施設運営者（民間）、公的施設運営者、利用者により、
低所得者の負担軽減を図りながら、民間を含めた施設と利用者の需給関
係や問題点を把握し、介護が必要になったときに、必要なサービスや援
助を受けられるようなしくみ作りをするため、介護保険事業計画を見直
す。
○在宅介護の推進を図るため、新たなサービス体系やしくみを作り、行
政（市）が啓発する。

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

政策3(6)不安のない生活を支える社
会保障制度

提案28　介護保険事業計画の見直し

提案に至った現状と評価 提案の内容

政策3(5)安心でき健康を保てる医療
体制

提案27　医師偏在や疲弊している救急医療体制の改善

提案に至った現状と評価 提案の内容

・病院・診療所それぞれの役割分担
と連携が、しっかりとできていな
い。
・医師が偏在している。
・救急医療体制が疲弊している。

○医師会や行政（市）が、医師の偏在や疲弊している救急医療体制の問
題点を探り、改善のための調査、研究を行う。また、必要な医師確保の
ための助成制度や奨学金制度を創設する。

提案に至った現状と評価 提案の内容

・病院・診療所それぞれの役割分担
と連携が、しっかりとできていな
い。
・医師が偏在している。
・救急医療体制が疲弊している。

○病院・診療所の連携強化や役割分担の推進を前提とし、かかりつけ
医・かかりつけ薬局に対する患者の意識向上、救急医療体制の問題点の
改善を含め、地域医療体制の再構築を目的とする会議を組織する。会議
の組織構成は、病院・診療所（医師会ほか医療従事者）、薬局（薬剤師
会）、患者（市民）、行政（市）とし、行政（市）は、会議の情報を逐
一公開して患者（市民）の意見を求める。
○病院・診療所、薬局が、患者情報（カルテ）を共有するシステムを構
築、推進する。

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

政策3(5)安心でき健康を保てる医療
体制

提案26　地域医療体制の再構築を目的とする会議の設置

提案に至った現状と評価 提案の内容

・かかりつけ医、かかりつけ薬局の
定義や意義が市民に理解されていな
い。
・お薬手帳を数冊持っている人がい
る。

○病院・診療所、薬局、行政（市）が、患者（市民）に対し、かかりつ
け医、かかりつけ薬局の言葉の定義や「かかりつけ」の意義をＰＲし、
さらなる利用促進を図る。
○行政（市）は、その啓発を行う。

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

政策3(5)安心でき健康を保てる医療
体制

提案25　かかりつけ医、かかりつけ薬局の定義や意義のＰＲ
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・市の財政基盤の基礎である市税に
ついて、その収納率を上げるための
手立ては目一杯行っていると思われ
る。

○市は、税収以外の歳入の可能性を探り、最大限の収入増を図るべきで
ある。

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

政策3(7)効率的で住民サービスに資
する行財政基盤

提案32　税収以外の歳入確保の可能性を探る

提案に至った現状と評価 提案の内容

政策3(7)効率的で住民サービスに資
する行財政基盤

提案31　事業仕分けなどによる行政評価の実施

提案に至った現状と評価 提案の内容

・総合計画のまちづくり評価におい
ては、数値に表すことができないも
の、指標の数値だけではわからない
背景やそこに至った要因があるはず
だが、限られた時間でそこまで探る
には無理がある。
・個々の事業について検討・評価し
きれていない。

○行政(市）、市民、市民団体により、総合計画市民協働会議だけでは評
価しきれない部分まで評価し提案できるシステム、いわゆる“事業仕分
け”を実施する。
○将来的には、事業仕分けなどの行政評価を、市民等で構成する組織ま
たは団体に外部委託する。

提案に至った現状と評価 提案の内容

・市単独補助金だけでは、行いたい
活動に制限が出る。
・補助金獲得のためのハードルが高
い。
・行財政改革の実施により、補助金
縮減の方向にあることが、積極的な
市民活動の阻害要因となっている。

○行政（市）、民間団体、民間企業、個人が、市民のまちづくりに対す
る自発的参加を促すため、市単独補助金の一部と民間からの寄付金等で
作る、市民ファンド（基金）を立ち上げ、市民活動への支援を積極的に
行う。
○そのための税制優遇制度や認定NPOなどについて、実現に向けた調査・
研究を行う。（市民活動支援センター）

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

政策3(7)効率的で住民サービスに資
する行財政基盤

提案30　市民ファンド（基金）立ち上げによる市民活動への支援

提案に至った現状と評価 提案の内容

・職員数と事務量の関係、事務効率
が適正かどうか疑問が持たれる状況
にある。

○行政（市）は、サービス低下にならないことを前提として、民間活力
導入を積極的に行い、民間団体や民間企業への業務委託や指定管理者制
度を推進する。

（‥‥ので、） （‥‥が、‥‥ことを提案する。）

政策3(7)効率的で住民サービスに資
する行財政基盤

提案29　業務委託や指定管理者制度の推進
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